（回想）

○和室

膝を抱えて俯いている、小学生時代の邦道。前髪で目は見えない。

　朝　日「いつまで、座ってるの」

邦道の前に立っている、当時の朝日。やはり、前髪で目は見えない。

　朝　日「おじさんもおばさんも、もういないの！　座ってたって、もう来てくれないの！」

縮こまる邦道。

朝日、拳を握る。

　朝　日「……邦道のおじさんとおばさん、皆のために戦ってたんだよね？」

邦道、ぴくりと動く。

　朝　日「この国と、お隣の国と、世界中の国も、仲良くなれるように、頑張ってたんだよね！」

朝日、身を乗り出して。

　朝　日「邦道も、戦おうよ！　おじさんとおばさんの夢、叶えてあげようよ！」

邦道、顔を上げる。まだ目は見えない。

　朝　日「あたしも、一緒に戦うから！　ずっと、一緒に戦うから……」

零れた涙は、邦道のものか。

画面、真っ白に。

○大学、教室

問題を解いている邦道。問題内容は、教師は聖職？　結婚はした方がいい？　などの○×式。

スピーカーから流れるチャイム。

　教　授「時間です。鉛筆を置いてください」

シャーペンを放って、背伸びする邦道。

　邦　道「……っ。おわったぁ……！」

筆入れを鞄に仕舞い、席を離れようとする邦道。

と、教室のドア付近にリティ（私服）が立っていることに気付く。手に何かを持っているリティ。

ぼうっとしているリティ。

　邦　道「リティ？」

邦道が近付いて声をかけると、驚かれる。

　邦　道「何やってるんだ、こんなとこで」

○大学、オープンテラス

弁当を食べている邦道。

何か言いたそうにその姿を見ているリティ。

邦道、視線に気付き。

　邦　道「ん？　……ああ、うまいよ。お前才能あるな」

顔をほころばせるリティ。

　邦　道「でも、どうして弁当なんて」

　リティ『（スケブ）いつも、協力してくれるお礼です』

　リティ『（スケブ）こんなことでしか、返せませんけど』

　邦　道「そんなこと気にしてたのか？」

邦道、箸を置く。

　邦　道「あのな。お前が来てくれて、感謝してるのは俺の方なんだぞ」

聞いているリティ。

　邦　道「それに、俺もお前も目指す場所は同じなんだ。協力するのは、あたりまえの話だろ」

納得いかないとばかりに、上目遣いなりティ。

邦道、微笑み。

　邦　道「でもま、ありがとうな」

リティ、照れる。

　邦　道「やっぱり、料理がうまいってのはいいな。前に朝日が弁当作った時なんて、そりゃあもう――」

　朝　日「そりゃあもう、何？」

　邦　道「ああ、梅干の変わりに煮たビー球が入ってた」

ごんっ！

　朝　日「嘘つくんじゃないわよ！」

邦道、後頭部を押さえながら。

　邦　道「いつつ……。何だよ、現れるなり殴りやがって」

　朝　日「「あんたが馬鹿なこと言ってるからでしょ！　……まぁいいわ」

朝日、邦道の横に立ち。

　朝　日「邦道、今日で試験終わりよね？　週末に海に行くんだけど、一緒に来ない？」

　邦　道「海？」

邦道、驚いてからちょっと嫌そうに。

　邦　道「って、また日本海か？　あそこ風が冷たいんだよな」

　朝　日「何言ってるのよ！　国同士の親交を深めるためにも、寒いなんて言ってないで精一杯入港を歓迎してあげなきゃ……って、そうじゃなくて。海水浴に行かないかって言ってるの。圭の発案なんだけど、邦道もどう？」

　邦　道「海水浴？　けど……」

リティを見る。

箸を手にぼうっとしている。

　邦　道「リティ？」

はっとして邦道を見る。目をぱちくり。

　邦　道「大丈夫か？　……最近枢軸の襲撃も多かったし、疲れてるのか？」

　朝　日「だったら尚更、リフレッシュは必要よね」

意味が分からずぱちくり。

　朝　日「海水浴よ。リティも来るでしょ」

手を振って否定するリティ。

　リティ『（スケブ）任務が』

書いている途中で、邦道がマジックを取り上げる。

　邦　道「たまには休憩するのも、大切な仕事だろ。一緒に行こう、きっと楽しいからさ」

　リティ「……」

躊躇いながら、頷く。

○大学、敷地内

遠目に邦道たちの姿が見えるベンチ。背もたれに肩を回して座っている男（アベ）と、漫画を読んでいる女（アソー）。

アソー、漫画から目を離さず。

　アソー「あれが、ターゲットです」

アベ、微動だにせず。

　アソー「ノイジーも、性格はともかく魔法の実力は確かです。彼女が敗れたのですから、私たちも油断はできません。慎重に行きましょう」

アベの横顔、やはり動かない。

横目でアベを見るアソー。

　アソー「アベ？」

　ア　ベ「いいのかい？」

アベ視点で、邦道。リティに何か話し掛けている。

　ア　ベ「俺は、ノンケだってかまわないで食っちまう人間なんだぜ？」

ぱん、と漫画本を閉じるアソー。

口元のアップ。

　アソー「この（ピー）野郎っ」

○海

青空。

人のたくさんいる砂浜。

海に向かって砂浜を歩いていく、水着リティの後ろ姿。

潮風に揺れるリティの髪。ぼうっと海を見ているリティ。

後ろから現れる邦道。

　邦　道「リティ」

リティ、気付かない。

隣に立つ邦道。ちらりとリティを見て、頬を染めて前に向き直る。

　リティ「広い……」

その声に、もう一度リティを見る邦道。

　邦　道「リティ？」

　リティ「！」

ようやくリティが邦道に気付く。見上げるリティ。

　邦　道「お前、今……」

　リティ「？」

　邦　道「いや、気のせいか」

また海を見る邦道。その頭に、ビーチボールが当たる。

　朝　日「何やってるのよ！　せっかく来たんだから、目一杯遊ぶわよ！」

　邦　道「このやろ！」

投げ返す邦道。捕る朝日。

　邦　道「みんなはまだか？」

　朝　日「そういえば、遅いわね」

振り返る朝日。

　邦　道「何してるんだ、あいつら」

　朝　日「さあ？」

きょとんとするリティ。

○海小屋の陰。

　圭　　「いい、みんな」

円陣を組んでいる朝日以外の新聞部。圭が真面目な顔で話している。

　圭　　「今日は、朝日と邦道先輩を二人っきりにして、朝日に自分の気持ちを自覚してもらうのが目的だから。そのために、協力してくれるよね？」

　中　日「ああ、分かっているさ」

中日が言う。

　瓜　雄「……藤山」

瓜雄が真面目な顔で言う。

　圭　　「なに？」

　瓜　雄「お前、隠れ巨乳だったんだな」

　圭　　「え、えええ！？」

胸を隠す圭。

　瓜　雄「気付かなかったぜ。まさかそんなもん隠してたとはな」

　圭　　「や、やだ、何言ってるのもう！」

　中　日「ほう、まさに富士の山と言ったところか」

　京　子「セクハラ反対」

京子に頭同士をぶつけられて撃沈する二人。

　圭　　「……大丈夫？」

心配する圭。

　京　子「でも、圭先輩はいいんですか？」

　圭　　「え？」

　京　子「あたしはその、圭先輩は……」

言い難そうに。

　京　子「……その、朝日先輩のことが好きなんだって思ってましたけど」

　圭　　「いやいや。私、そういう趣味はないから」

　京　子「そうなんですか」

　圭　　「……どうして残念そうなの？」

気を取り直して。

　圭　　「そういうことだから、京子ちゃんも協力してね」

　京　子「はい！　頑張ります！」

足元で、頭から血を流して倒れている二人。。

○砂浜

海。砂浜の邦道。

水の中ではしゃいでいる中日と瓜雄。それを見ている邦道。

パラソルを立てているリティ。ビニールシートを敷いている朝日。

朝日一息。

　朝　日「こんなものね」

微笑むリティ。

　朝　日「それじゃあ、あたしたちも泳ぎに行く？」

　邦　道「そうだな。けど、荷物を放ってくわけにも行かないか」

　リティ『（スケブ）私が、見張っています』

　朝　日「リティ？」

　リティ『（スケブ）遊んできてください』

　朝　日「でも」

　邦　道「お前一人に押し付けるわけにもな。じゃあ俺も残るから、朝日はみんなと遊んでこいよ」

　朝　日「え……」

　圭　　「駄目ですよ！」

背後に現れる圭。

　圭　　「今日は、リティちゃんに日本の海を楽しんでもらうために企画したんですから」

　邦　道「そうだったのか？」

　圭　　「ほら、泳ぎに行こう？」

リティの手を取る圭。事態が飲み込めないリティ。

　圭　　「邦道先輩は、朝日と荷物を見ててください！」

笑顔でリティを連れ去る圭。

顔を見合わせる邦道と朝日。

　邦　道「なんだ、藤山の奴」

　朝　日「さあ……」

取り残される二人。

○海

華麗に泳ぐ朝日。

じたばた泳ぐリティ。

立ち上がる二人。水滴が舞う。

砂浜に上がる。迎える邦道。

　邦　道「あいかわらずの運動能力だな」

　朝　日「活動家はフットワークが命よ、なまらせるわけにはいかないわ」

　邦　道「朝日らしいな」

疲れているリティ。

　朝　日「ふう。ちょっと喉渇いたわね」

　邦　道「何か買ってくるか？」

　リティ『（スケブ）私が行って来ます』

　邦　道「そうか？　じゃあ俺も一緒に」

　瓜　雄「ちょっと待った！」

現れたのは瓜雄。

　瓜　雄「今から、ビーチベースボールやんですよ」

　邦　道「ビーチベースボール？」

中日も登場。

　中　日「彼女にも、参加してもらおうと思いましてね」

　瓜　雄「だからホードー（邦道）先輩、築地と二人でジュースを買いにいってくれません？」

　朝　日「え？」

驚く朝日。

　邦　道「なんで俺が後輩にパシられなきゃいけないんだよ」

　中　日「まぁまぁ、そう言わずにお願いします。それじゃ行きましょうか」

リティを連れてく中日。瓜雄、朝日に親指を突き出す。

　瓜　雄「じゃあな。頑張れよ、築地」

　朝　日「え？」

置き去りにされる朝日と邦道。

　朝　日「なんなのよ……」

人数分のジュースを手に、砂浜を並んで歩く朝日と邦道。

　朝　日「何か、今日のみんな変よね」

　邦　道「そうだなぁ」

邦道をチラチラ見る朝日。

　朝　日「邦道と海に来るの、久しぶりよね」

　邦　道「え？　……日本海は」

　朝　日「あれは別よ」

　邦　道「……そういえば、市民活動抜きで遠出ってのは久しぶりかもな」

　朝　日「うん……」

波の音。

ビーチボールを構えている瓜雄。

バットを構えている中日。

困惑しているリティ。

ビニールシートに座って見守っている圭。

呆れている京子。

　瓜　雄「喰らえ！」

大リーグボール風にビーチボールを投げる。

　中　日「見切った！」

真芯で捉える。

真夏の太陽。

○巨大客船、デッキ上

真夏の太陽。

プールが設えられている甲板。

プールサイド、ビーチベッドに寝転がって漫画を読んでいるブッシュ。肩と腰と太腿に銃をぶら下げている。

シャチの浮き輪を抱えている、ワンピースの水着を来たコイズミ、ブッシュの横に立ち。

　コイズミ「ブッシュ様、せっかくですのに泳ぎませんの？」

　ブッシュ「……今日はやめとく」

　コイズミ「そう仰らないで下さい。私一人で泳いでも、つまらないんですもの」

ブッシュ、銃を示して。

　ブッシュ「ごめんね。こいつら、防水仕様じゃないの」

　コイズミ「まぁ、残念ですわ……」

コイズミ、背を向けて。隠し脇差を抜く。

一閃。

ブッシュの銃器をすべて（ついでに漫画本も）奪い取ったコイズミ、プールの上にブッシュのガンベルト等を突き出して。

　コイズミ「私、寂しさのあまり、こんなことをしてしまいそうですわ」

　ブッシュ「わぁあああっ！」

ブッシュ、慌ててコイズミにかけより。

　ブッシュ「だ、駄目、返して！」

　コイズミ「あ」

コイズミ、全部プールの中に落とす。

　コイズミ「まぁ、手が滑ってしまいましたわ♪」

　ブッシュ「あぁ……」

ブッシュ、手を伸ばした体勢で固まり。

　ブッシュ「……っひゃ！」

両手で自分の体を抱いて、その場にしゃがみこむ。

　コイズミ「ブッシュ様、いかがなさいました？」

　ブッシュ「だ、だってあたし。銃がないと、裸でいるみたいで落ち着かなくて。こ、こんな格好、恥かし……」

　コイズミ「まぁ、恥かしがることなんてありませんわ。とっても似合ってますもの」

　ブッシュ「う……」

　コイズミ「さぁブッシュ様、一緒に泳ぎましょう♪」

シャチにまたがっているブッシュ。

水に半分つかりながら、プールサイドに肘をつき、身を乗り出しているコイズミ。

説明するアソー。

　アソー「――以上が、アベの作戦です」

　コイズミ「まぁ。アベったら、すっかり恋する乙女ですわね」

　アソー「正直、死ねば良いのに」

　コイズミ「アソー、そういうことを言っては駄目ですわ」

にこにこ。

アソー、顔を上げ。

　アソー「ヒトラー様は？」

　コイズミ「なんでも、大切なイベントがあると言ってましたわ」

○挿入

どこかの会場。膝の上のスケッチブックに、絵を描いているヒトラー。

新刊。ルルーシュ×オレンジ本。『全力で抱きしめろ！』

ていうかコミケ会場。

○巨大客船上

　アソー「では、今枢軸の幹部は出払っているのですか？　それは……」

　コイズミ「心配いりませんわ。ノイジーが、一人で留守番してくれてますもの♪」

　アソー「一人で」

ブッシュとシャチ、ひっくり返る。

　コイズミ「それで、アソー」

　アソー「はい」

プールの中。コイズミの水着。

　コイズミ「その、大変言いにくいのですけれど」

　アソー「は？」

　コイズミ「あなたに借りた、漫画本なのですけれど……」

プールの底。銃器と一緒に沈んでいる漫画本。

○砂浜

割れたビーチボール。

砂浜に「反省」と書かれ、埋められている中日と瓜雄。不自然な位置から手足が突き出ている。

圭、京子と楽しそうに遊んでいるリティ。

ビニールシート周辺の朝日と邦道。

　邦　道「リティ、楽しそうだな」

　朝　日「そうね、圭たちとも打ち解けたみたい」

　邦　道「最近枢軸との戦いが忙しかったから……。そうだな、息抜きもたまには必要だよな」

　朝　日「何よ、今更気付いたの？」

邦道を見上げる朝日。

　朝　日「そんなのあたりまえじゃないの。そんなことにも気が回りなんて……」

　邦　道「悪かったよ」

　朝　日「まったくもう。本当、邦道はあたしがいないと駄目なんだから」

　邦　道「またそれか。まぁ、そうかもしれないな」

遠い目。

○海の見える道路

双眼鏡で、邦道を見ているアベ。

双眼鏡を下ろし、爽やかな笑み。

　ア　ベ「ふっ……」

バナナを剥いて食べる。

　ア　ベ「最高の思い出にしてやるぜ」

もぐもぐ。

○砂浜

戻ってきたリティ。

邦道が迎える。

　邦　道「リティ。どうだ、楽しいか？」

はにかむ。

　邦　道「……そうだ、俺が泳ぎ教えてやるよ」

きょとんとした顔。

　邦　道「ちゃんと泳げれば、浮き輪に掴まってるより楽しいからな。どうだ？」

リティためらいつつ頷きかける。

　京　子「危ない！」

　邦　道「うお！」

突然横からタックルしてくる京子。

　京　子「危ないところでした先輩、ガラスの破片です！　と思ったら紙くずでした。てへ」

　邦　道「おい……」

　京　子「それとリティさんはこれからあたしが実家の銭湯伝統のお風呂できゅっきゅっきゅっ方式マッサージでリラクゼーションしてもらうので、泳ぎは朝日先輩に教えてあげてください」

　邦　道「あいつ、俺より速いけど」

　京　子「では先輩が教わってください。それじゃあリティさん、いきましょう！」

引っ張られるリティ。後ろ髪引かれる表情。

呆然と見送る邦道。

　邦　道「なんなんだ、さっきから」

現れる朝日。

　朝　日「はぁ……」

　邦　道「朝日？」

　朝　日「なんとなく、分かってきたわ」

　邦　道「？」

○海の家

寝そべっているリティ。

マッサージしている京子。

　京　子「気持ちいいですか？」

気が抜けた顔のリティ。

　京　子「結構得意なんですよ、マッサージ。あたし実家が銭湯で、お客さんのおじいちゃんおばあちゃん相手にしてあげてるうちに、覚えちゃったんです」

足から腰へと揉み解す。リティ反応して気持ち良さそうな顔。

　京　子「リティさんって、もっと華奢だと思ってたのに……ううん、細いのは細いんですけど、しっかりした身体してますね。何かスポーツでもやってるんですか？」

　マ　オ「不是！」

　京　子「ひゃあ！」

突然現れたマオが、後ろから京子の胸をもむ。

驚いて半分身を起こすリティ。

　京　子「ちょっと、やだ！」

　マ　オ「リティがしてるのは、もともと大切なことアル。ネ」

マオ、リティに向けてウインク。その間も京子は抵抗している

リティ、呆然とマオを見ている。

○砂浜

肌を焼いている圭。

その顔を覗き込む朝日。

　朝　日「圭……」

　圭　　「朝日。どうしたの？」

朝日、溜息。

　朝　日「さっきから、みんなの様子が変なの。圭の仕業でしょ」

　圭　　「なんのこと？」

　朝　日「とぼけないでよ！　……だから、あたしは別に邦道のことなんてなんとも思ってないんだから。余計なことしないで良いんだってば」

　圭　　「……朝日、本当にいいの？」

圭が立ち上がる。顔を突き出し

　圭　　「このままじゃ、本当に邦道先輩をリティちゃんに取られちゃうよ？」

攻守逆転。たじろぐ朝日。

　朝　日「そんなの……あいつが誰と付き合ったって、別に……」

　圭　　「……」

圭、不満そうに見て。

　圭　　「朝日の馬鹿」

去っていく。

　朝　日「ちょっと、圭！」

朝日、呼びかけるが追いかけはしない。

いつまでも、圭の背中を見つづける。

○海の家

顔を赤くし、息を荒くして倒れている京子。

海の家の裏手、リティとマオ。

　マ　オ「はじめまして、アルな。マジカルソビエトに協力しているマオ言うアル。よろしくヨ」

手を差し出すマオ。

警戒していたリティ。笑顔になって握手に応じる。

握った手を引っ張って、リティに抱きつくマオ。

　マ　オ「かーわいいアル！　リンのとこなんかよりウチの来ないアルか？　今なら中華料理食べ放題ネ」

じたばたするリティ。

　マ　オ「うーん！　……ホント、可愛いアル」

マオの雰囲気の変化に、止まるリティ。

　マ　オ「リティはマジョリティの代弁者で、みんなのための魔女アル。いつも誰かのこと考えるのは、とても立派なことで、でも……とても寂しいことアル」

　リティ「……」

　マ　オ「自分の幸せも、もと考えて良いハズネ」

リティを放すマオ。二人向かい合う。

マオ、銀の腕輪を胸元から取り出す。

　マ　オ「これ、プレゼントね」

リティの手を取ってはめる。スプートニクと書いてある。

不思議そうなリティに微笑む。

　マ　オ「ただのアクセサリーネ。うん、ぴったりヨ」

　リティ『（スケブ）ありがとうございます』

マオ笑い。

　マ　オ「きといつか、役に立つアル」

○コミケ会場

先ほどと変わらない姿勢で、絵を描いているヒトラー。

前に立つ人影。

　アダム「（オフ）一冊もらえますか？」

　ヒトラー「……女性向だが」

　アダム「（オフ）知ってます。でも、内容じゃなくて絵が好きって言うか。あ、もちろん内容も好きなんですけど……」

　ヒトラー「……百円」

　アダム「（オフ）あ、はい。それから」

買った新刊を、ヒトラーに差し出す手。

　アダム「（オフ）サイン、もらえませんか？　俺、大ファンなんです」

ヒトラー、黙った後、本を受け取る。

　アダム「（オフ）ありがとうございます！」

　ヒトラー「……名前は？」

　アダム「（オフ）アダムです」

目を見開くヒトラー。

　アダム「アダム・ブラウン」

顔を上げて、アダムの顔を見る。

　アダム「……？」

しばらく、見つめあい。

○砂浜

考え事をしながら歩いているリティ。

リティの前に立ち塞がるアソー。

　アソー「私に、時間を頂けますか」

睨む。

　アソー「沈黙の魔女」

○砂浜

泳いでいる朝日。砂浜近くまで来て、立ち上がる。

あまり楽しそうではない。

　朝　日「……あれ、邦道？」

膝まで水に浸かった朝日、岩陰に消えようとしている邦道を発見。

　朝　日「？」

追いかけようと、歩き出した直後。

　マ　オ「ニーハオ！」

　朝　日「ひゃあっ！」

後ろから、マオに抱きつかれる。

マオ、背中に頬をすりながら。

　マ　オ「うーん。思ったとおり柔らかいネ」

　朝　日「な、なによっ！？　って、あなた、この前デパートで会った？」

　マ　オ「覚えててくれたアルか？　感激ネ！」

言いながら、下乳と腰に手を這わせる。

　朝　日「ちょ、ちょっと！」

　マ　オ「……悪いけど、リティの邪魔はさせられないネ」

ぎゅっと抱きつく。耳元に唇を近づけて。

　マ　オ「それに、ワタシあなたみたいな子大好きヨ。このまま、攫ってしまいたいくらいネ」

　朝　日「な、何言って……あ」

マオの手、太腿の方に伸びる。

　朝　日「や、ちょ、やめっ！」

　圭　　「もう、朝日ってば素直じゃないんだから……」

ぶつぶつ言いながら歩いている圭。

　京　子「そこが、朝日先輩らしいんですけどね」

応える京子。瓜雄と中日もいる。

その時、マオに襲われている朝日を発見。

　圭　　「朝日！？」

叫び声に気付いた朝日、振り向き。

　朝　日「圭っ。助け――」

　圭　　「私の朝日に、何してるのっ！」

　朝　日「…………」

　マ　オ「…………」

黙り込んで圭を眺める周囲。

　圭　　「…………っ！」

圭、真っ赤になって仰け反る。

○海岸、岩場

夕暮れ時。随分と世界が赤くなってきた頃。

　邦　道「リティ？」

捜している邦道。見当たらず、岩の上から砂地に飛び降りる。

　邦　道「こっちだと思ったんだけどな……」

少し歩く。

と、長く伸びた影を発見する。影の主は、岩の陰になって見えない。

　邦　道「リティ？」

岩の陰が見通せる場所まで、歩いて向かう。影の主の方を見て、硬直。

砂浜のど真ん中にあるベンチに座って、ビキニの海水パンツ一丁の男がこちらを見ていた。

夕日の海を背に、男が言う。

　ア　ベ「やらないか」

岩壁に追いつめられる邦道。

アベ、邦道の頭のすぐ近くの壁に手をついて。

　ア　ベ「おまえさんが悪いんだぜ」

邦道、ひどく焦って。

　邦　道「な……」

　ア　ベ「俺としたことが一目ぼれだ。この気持ち、どうしてくれるんだ？」

　邦　道「どうって……」

　ア　ベ「なに、難しいこっちゃないさ」

アベの顔が迫る。

　ア　ベ「愛し合おうぜ。俺のテクニックで、落ちなかったやつはいねえのよ。何もかも、忘れさせてやるぜ」

　邦　道「ま、おい、まっ！」

怯える邦道。

唇が近付く。

　リティ「ダメーーーーーーーーーーーーーーーーーっ！」

上空から、高速で垂直に降ってくるリティ。箒に乗っている。ただし水着。

リティ墜落と同時に小爆発。

○砂浜

向こうの岩場で小爆発。

それに気付く一同。

　朝　日「まさか！」

マオを振りほどき、爆発のあったほうへ走り出す朝日。

　マ　オ「……まあ良いアル」

マオ、圭たちの方を向く。

　マ　オ「ワタシは、もうちょと女の子と遊んでいくネ」

怯える京子。

○岩場

小爆発。

華麗にバク転、バク宙で逃れるアベ。

爆発が収まった後、砂埃の中から邦道とリティ姿を現す。

　邦　道「リティ！　――ってことは、こいつは！」

アベを見る邦道。

アベの背後にアソーが降り立つ。苦しそう。

　アソー「……すみません。引き付けに失敗しました」

　ア　ベ「いいさ。愛ってのは障害が大きいほど燃え上がるもんだからな」

アベ、踏み出し。

　ア　ベ「おう。確かに俺はマジカル枢軸の者だ」

邦道を庇う形のリティ、真剣な顔。

　ア　ベ「けどよ、俺らはただ愛を語らいあってただけだぜ？　そいつを邪魔する権利が、おまえさんにあるのかい？」

　邦　道「語らいあってねえ！」

困惑して振り返るリティ。

　邦　道「戸惑うな！」

　ア　ベ「人の恋路を邪魔するやつぁ、馬に蹴られても文句言えないんだぜ？」

アベ、立ち止まり思いついたように。

　ア　ベ「そうか……。おまえさん、ひょっとして妬いてるのかい？」

驚き、立ち尽くすリティ。

その隙を突いてリティの懐に飛び込んだアソー。リティの顎目掛けてライフルを一発。

跳ね飛ぶりティ。砂浜に倒れる。

　邦　道「リティ！」

　ア　ベ「おっと。浮気はよくないぜハニー」

駆け寄ろうとする邦道だが、アベが後ろから腕を掴む。

邦道、歯を食いしばり。

　邦　道「離せ！」

　ア　ベ「わりいな、ちぃっと我慢しててくれ。なに、すぐ終わるさ」

アソー、リティに狙いを定める。

　邦　道「リティぃぃいっ！」

放たれる弾丸。

跳んで避けるリティ。

背後に回るアソー。でかいのを一発。

ふっ飛ばされるリティ。

　邦　道「リティ！」

倒れているリティ、必死に起き上がろうとする。

見下した目で見守るアソー。

叫ぶ邦道。

　邦　道「リティ、どうして変身しない！？」

つらそうなリティ。

　邦　道「まさか……ノイジーに言われたことを気にしてるのか？」

どきりとするリティ。砂を掴む。

（回想）

　ノイジー「……みんなって言ったって、本当は多数派のことしか考えてないくせに……」

　ノイジー「マイノリティを切り捨てて、これ総意だって押し付けて！　そんな奴に、アタシは絶対負けないんだから！」

アソーの銃撃にやられるリティ。

　邦　道「リティ……この馬鹿！」

転がるリティ。

　邦　道「お前が、誰かを切り捨てられるような奴じゃないことは、俺が知ってる！」

更にアソーの追撃。防ごうとするが効果なし。

　邦　道「みんなっつったら全員だ！　誰一人欠けさせない！　お前の力で、みんなを守るんだ！　リティ！」

はっとするリティ。

アソーの攻撃により発生した砂煙で、リティの姿が隠れる。

　ア　ベ「泣かせる説得じゃねえかハニー。けどよ、どうやら遅かった……」

　リティ「多数のサイレントマジョリティを考慮に入れて決定します」

リティの声。

砂煙の中から現れる。

　リティ「みんなのために、私は負けない！」

巻き上がる砂。

　アソー「くそっ！」

アソーの背後に、AK47を持った石田。アソー気付く。

　アソー「この、唖女ぁっ！」

振り返るより早く、AK47発射。

飛ばされ、倒れるアソー。

　ア　ベ「へえ」

邦道を開放するアベ

　ア　ベ「あんたが沈黙の魔女の本当の姿かい。いいぜ、ハニーを賭けて決闘だな」

　邦　道「勝手に賭けるな……」

　朝　日「邦道！」

そこに現れる朝日。

　朝　日「一体何があったのよ！　急に爆発が……」

突然膨れ上がる光。

　邦　道「危ない！」

邦道が、朝日に抱きつき攻撃を避ける。

攻撃したのはアベ。

　ア　ベ「ふう。まったく、次から次に恋敵が増えちまうな」

アベの頬を掠める弾丸。

　石　田「魔界の住人が人間に攻撃をすれば、自分も危ない。当たり前の話だよね」

　ア　ベ「なあに、恋は盲目なのさ」

にらみ合う。

一方、邦道。

　邦　道「大丈夫か、朝日？」

　朝　日「う、うん……」

震えてる。

　邦　道「下がっててくれ。あいつは、俺たちが倒す」

　朝　日「……邦道は？」

　邦　道「俺が逃げたら、リティの変身も解けちまうからな」

　朝　日「で、でも」

　邦　道「大丈夫、俺たちに任せろ。……リティ」

頷く石田。Ak47を構える。

構えるアベ。素手。

バトル。

激しいバトルを立って見つめる邦道。

その後ろ、座ったまま邦道を見つめる朝日。

バトル決着。ベンチに叩きつけられるアベ。

アベの前に立つ石田。

ベンチの残骸を背に倒れているアベ。

　石　田「キミは、いっぺん死んだ方が良い。あたりまえの話だよね」

アベ、それを受けて答える。

　ア　ベ「――やらないか」

銃殺。

○砂浜

　京　子「感動です！」

京子。

　京　子「やっぱり圭先輩は、自分の本当の気持ちを押し殺して朝日先輩のために尽くしてたんですね！」

　圭　　「だから、そういうのじゃないんだってばぁ！」

弁解するも、聞く耳もたれない。

　京　子「でも、何も無理することはないと思うんです。圭先輩、自分に素直になってください」

　圭　　「だからぁ！」

　中　日「安心してよ、藤山さんがどんな趣味だって引いたりしないからさ。なあウリ」

　瓜　雄「まあ……」

　圭　　「二人まで……。だから、違うんだってばぁ！」

日は傾き、そろそろ帰る時間。

○砂浜

先頭リティ。二番目に邦道。最後尾に朝日。

何か考えているリティ。俯いている朝日。

　邦　道「恐ろしい敵だったな、今回は」

聞いてないリティ。

　邦　道「もしリティが来なけりゃ……うげ。想像しただけで寒気が……」

リティの様子に邦道が気付く。

　邦　道「リティ？」

呼ばれて、邦道を見るリティ。

（回想）

　ア　ベ「そうか……。おまえさん、ひょっとして妬いてるのかい？」

赤くなるリティ。

走り出し、邦道を置いて行ってしまう。

　邦　道「あ、おい」

邦道、困惑。

　邦　道「何だ……」

振り返ると、朝日もいない。

　邦　道「？」

○巨大客船、デッキ上

顎に指を当てて、コイズミ。

　コイズミ「まぁ、負けてしまいましたの」

アソー、膝をついて。

　アソー「申し訳ありません」

　コイズミ「仕方ありませんわ、リティさんはお強いですもの。――今日のところは撤退しましょう。アソーは、先に戻っていてくださいね」

　アソー「は」

箒を取り出し、消えるアソー。

と、コイズミ急に明るい顔になり。

　コイズミ「では、私はもう一泳ぎ……」

プール際まで駆ける。と、コイズミの後頭部に銃口が突きつけられた。

突きつけているのは、ブッシュ。

　ブッシュ「コイズミ。言い残すことはある？」

　コイズミ「まぁ、ブッシュ様」

コイズミ、にっこにこ。

　コイズミ「恥かしがるブッシュ様は、とぉっっってもキュートでしたわ♪」

パン！

水しぶきがあがる。

ブッシュ、銃を太腿のホルダーに仕舞う。

　ブッシュ「さてと」

ブッシュ、プールに背を向け船外の海に目をやり、楽しげに笑う。

　ブッシュ「次はあたしの番ね」

○マジカル枢軸

廊下の壁に背を預け、一息つくアソー。

　ヒムラー「失敗したようですね」

現れたのはヒムラー。

　アソー「うっさい」

　ヒムラー「非難するつもりはありませんよ。所詮は時間稼ぎですからね」

　アソー「イヤミったらしい物言いはやめてくれる？　インテリめがね親衛隊長」

　ヒムラー「嫌味ではありません。時間稼ぎの役目は、十分に果たされましたから」

　アソー「じゃあ……」

　ヒムラー「ええ、見つかりました。総統閣下の探し物が」

○電車内

コミケ帰り。

ほくほく顔のアダム。

○マジカルソビエト

真っ白い地面の上、水着で肌を焼いているスターリン。その横で、パラソルを持っているヴォローシロフ。

マオ、近くに立ち。

　マ　オ「行てきたヨ」

　スターリン「感謝する」

マオ、スターリンに寄り添い。

　マ　オ「ワタシ、まだリンのすること認めたわけじゃないネ。ただ、枢軸を倒すために協力してるだけアル」

　スターリン「それで十分だ」

嫌そうな顔のマオ。

キタキツネが歩いている。

　スターリン「リティと赤井邦道の絆は、我らの計画に絶対必要なのだ。マジカルソビエトの未来のためにな」

　マ　オ「あの修正主義者も、アルか？」

　フルシチョフ「その呼び名は、心外ですな」

フルシチョフ、エスキモー張りの防寒具。

マオ、睨み。

　マ　オ「何アルか、その格好。気分台無しネ」

　フルシチョフ「……台無しなのは、あなた方でしょう」

カメラ引く。

スターリン達がいたのは、氷山の上。

　スターリン「紫外線は、適度に強いぞ？」

　フルシチョフ「どんな理屈ですか」

○朝日の家、リティの部屋

暗い。既に寝ている。

開きっぱなしのスケブには、『楽しかったです』。

楽しい夢を見ているのか、笑うリティ。

○朝日の家、朝日の部屋。

ベッドの上で膝を抱えている朝日。

　朝　日「あたしがいなきゃ、何もできないくせに……」

顔を伏せる。

時計、午前零時をさす。

　朝　日「もう、あたしがいなくても平気なの？　邦道……」

続く

エンドカードは、水着のヒトラーと水着のノイジーで。

